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輝く！！富(む)山の仕事人！！‼
川上～川下まで、森林・木材に関わる様々な分野で頑張る人を紹介します。

と やま

　今
回
ご
紹
介
す
る
方
は
、
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
認
定

林
業
事
業
体
）
の
森
田
峰
生
さ
ん
で
す
。

１
　
こ
れ
ま
で
の
功
績

　森
田
さ
ん
は
、

平
成
６
年
よ
り
森

林
組
合
の
作
業
班

員
と
し
て
主
に
治

山
事
業
の
施
工
に

精
力
的
に
携
わ

り
、
さ
ら
に
は
作

業
班
長
と
し
て
森

林
整
備
事
業
の
遂
行
に
尽
く
し
、
そ
の
豊
富
な
経
験

を
生
か
す
べ
く
、
平
成
25
年
に
事
業
体
を
立
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
会
社
の
代
表
と
し
て
林
業
の
発
展
に

対
す
る
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
、
現
在
も
森
林
組
合

等
の
事
業
を
請
け
負
い
、
森
林
作
業
道
の
開
設
、
間

伐
・
更
新
伐
、
屋
敷
林
の
伐
採
な
ど
様
々
な
現
場
で

ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
平
成
30
年
に
産
業
経
済
功
労
者
に
表
彰
さ
れ
る

な
ど
、
数
々
の
功
績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

２
　
モ
ッ
ト
ー
は
「
山
の
神
様
を
大
事
に
す
る
」

　森
田
さ
ん
は
、
お
父
様
が
長
年
原
木
し
い
た
け
の

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
森
林
組
合
に

入
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
元
々
森
林
が
好
き
で
自
然

の
中
で
働
く
林
業
に
就
業
さ
れ
ま
し
た
。「
山
の
中

で
働
き
汗
を
流
し
腹
が
減
っ
て
、
そ
し
て
山
の
中
で

食
べ
る
と
美
味
し
い
！
」
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

森
田
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
山
の
神
様
を
大
事
に
す

る
」
こ
と
。
お
父
様
か
ら
よ
く
言
わ
れ
て
き
た
そ
う

で
す
。
ち
な
み
に
、
今
回
取
材
し
た
伐
採
現
場
内
に

お
宮
さ
ん
が
あ
り
、
御
神
木
を
伐
採
す
る
際
は
、
少

し
ず
つ
伐
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
一
部
切
り
込
ん

だ
ら
一
日
置
く
を
繰
り
返
す
ん
だ
と
教
え
て
下
さ
い

ま
し
た
。

　こ
の
様
に
、
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
大
切
に
す
る

心
が
、
仕
事
に
対
す
る
熱
意
に
繋
が
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

３
　
薪
の
生
産
も

　会
社
で
は
３
年
程
前
か
ら

薪
の
生
産
も
さ
れ
て
お
り
、

沢
山
の
薪
が
積
ま
れ
て
い
ま

す
。「
始
め
た
当
初
は
赤
字

だ
っ
た
が
、
最
近
は
顧
客
も

増
え
て
き
た
。」
と
忙
し
そ
う

で
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
く
、

若
い
人
向
け
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
扱
い
方
の
講
習
会
開

催
を
現
在
企
画
中
と
の
こ
と
で
す
。

森田　峰生さん

４
　
今
後
に
つ
い
て

　最
後
に
、
今
後
の
林
業
に
つ
い

て
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

「
昔
に
比
べ
て
機
械
化
が
進
み
作

業
的
に
は
楽
に
な
っ
た
が
、
経
営

的
に
は
も
っ
と
利
益
を
上
げ
て
い

か
な
い
と
担
い
手
の
確
保
が
難
し

い
。」と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　森
田
さ
ん
は
お
仕
事
の
傍
ら
砺

波
地
区
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議

会
会
長
と
し
て
活
躍
中
。
活
動
の

一
環
と
し
て
、
会
社
の
敷
地
に
あ
る

手
作
り
ピ
ザ
窯
で
ピ
ザ
教
室
を
開
い
た
こ
と
も
。
そ

ん
な
人
情
味
あ
ふ
れ
る
森
田
さ
ん
の
ま
わ
り
に
は
、

取
材
中
も
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　若
手
作
業
員
の
指

導
育
成
に
も
注
力
さ

れ
、
多
方
面
で
精
力

的
に
ご
尽
力
さ
れ
て

い
る
森
田
さ
ん
の

益
々
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
ま
す
。

文
責

　砺
波
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
森
林
整
備
課
林
政
・
普
及
班

森
田

　峰
生
さ
ん

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ（
砺
波
市
）

※本冊子に関するご意見、質問、お問い合わせは、富山県山林協会まで　
　〒930－0096 富山市舟橋北町4－19　富山県森林水産会館内　TEL：076－441－5737

木材市況木材市況

⑵ 木材価格（県森連共販）の短期（約1年）推移

共販時期

価
格
（
円
／
㎥
）

⑴ 

県
内
の
概
要

　
５
月
期
の
県
内
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
４
２
８
戸

（
対
前
年
同
月
比
７
８
・
０
％
）、
う
ち
木
造
住
宅
は

３
５
２
戸
（
対
前
年
同
月
比
７
３
・
５
％
）
で
あ
っ

た
。

６
月
期
需
給
の
動
向

　
需
要
： 

国
産
材
、
北
洋
材
と
も
に
弱
含
み

　
供
給
： 

国
産
材
は
強
含
み
、
北
洋
材
は
低
迷

価
格
の
概
況
と
先
行
き

　
現
況
： 

国
産
材
は
弱
含
み
、
北
洋
材
は
弱
保
合

　
先
行
： 

国
産
材
は
弱
含
み
、
北
洋
材
は
弱
保
合

※注1 不落により価格情報がない場合は、前４回及び後４回の価格平均で推計している
注2 令和２年から県森連での集計方法が変更され、令和元年以前との比較ができないため、令和２年以降の短期推移

４m 16～18cm

４m 20～24cm

４m 26～28cm

４m 30～38cm

４m 40cm

経 営 継 続 補 助 金  
林業事業体・特用林産物生産者・苗木生産者の皆様へ

○目的
新型コロナウイルス感染症の影響を克服するため、感染拡大防止対
策を行いつつ、販路の回復・開拓、生産・販売方法の確立・転換など
の経営継続に向けた農林漁業者の取組を支援します。

○補助上限額

○対 象 者 農林漁業者（個人・法人）
※常時従業員が20人以下
※支援機関（裏面）の支援を受けることが必要です。

・単独申請 150万円
・グループ（共同）申請 1,500万円

農林漁業者のみなさまへ

経営継続補助金

①機械装置等費
②広報費・展示会等出展費
③旅費
④開発・取得費
⑤雑役務費
⑥借料
⑦専門家謝金・専門家旅費
⑧設備処分費
⑨委託費・外注費

・使用目的が本事業の遂行に必要なものと明確に特定できる経費
・令和2年5月14日以降に発生し、事業期間中（原則、令和2年12月末まで）に
支払が完了した経費
・証拠資料等によって支払金額が確認できる経費

①消毒費用
②マスク費用
③清掃費用
④飛沫対策費用
⑤換気費用
⑥その他の衛生管理費用
⑦ＰＲ費用

①経営継続に関する
取組に要する経費

②感染拡大防止
の取組に要する経費

補助率 3/4
補助上限額 100万円

補助率 定額
補助上限額 50万円

（単独申請の例）＜補助の対象となる経費＞

要件等は裏面へ

表面 補助要件

＜問い合わせ先＞

「支援機関」が農林漁業者の申請や事業の実施をサポートします。
「支援機関」に指定される予定の機関
●農協・農業協同組合連合会
●森林組合・森林組合連合会
●漁協・漁業協同組合連合会
●農業経営相談所
●６次産業化サポートセンター

「①経営の継続に関する取組」の補助対象経費の1/6以上を
次のいずれかに充てる必要があります。
Ａ 接触機会を減らす生産・販売への転換に要する経費
（例１）作業員間の接触を減らすための省力化機械等の導入（※）
（例２）作業員間の距離を広げるための作業場や倉庫等におけるスペース

統合やレイアウト変更
（例３）人と人との接触機会を減らす販売方法（ネット販売、無人販売な

ど）の開始

Ｂ 感染時の業務継続体制の構築に要する経費
（例１）人員削減等に備えた 「事業継続計画」の策定
（例２）Web会議システムの導入

果実等自動選別機

野菜苗移植機

農薬散布用ドローン

漁船用高機能無線機発情発見装置

＜スケジュール＞
★申請開始 6月29日
★一次受付締切 7月29日
★採択通知 8～9月頃（予定）
★実績報告期限 R3年1月末

※ 接触機会を減らす省力化機械等の例

一般社団法人全国農業会議所 経営継続補助金 事務局
https://keieikeizokuhojokin.info/index.html
電話番号 03-6447-1253

裏面

　新型コロナウイルス感染症の影響を克服するための国の補助事業が始まり、6月29日から申請を受け
付けています（1次募集締切7月29日、2次募集受付9月中旬予定）。申請には「支援機関」の支援を受け
ることが必要です。詳しくは下記事務局HP等を確認ください。


